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資
料
醍
醐
寺
蔵
貞
慶
作
三
段
式
『
如
意
輪
講
式
』
解
題
と
翻
刻
柴
佳
世
乃
総
本
山
醍
醐
寺
（
京
都
市
、
真
言
宗
醍
醐
派
）
に
、
三
段
式
の
『
如
意
輪
講
式
』
が
蔵
さ
れ
て
い（
１
）る
。
本
三
段
式
は
、
澄
憲
（
一
一
二
六
〜
一
二
〇
三
）
が
作
成
し
た
七
段
式
『
如
意
輪
講（
２
）式
』
の
改
作
で
あ
る
。
七
段
式
の
式
文
を
適
宜
省
略
す
る
こ
と
で
、
美
麗
な
文
言
や
意
味
内
容
を
損
ね
ず
に
三
段
に
仕
立
て
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
三
段
式
が
複
数
本
、
醍
醐
寺
に
蔵
さ
れ
て
お
り
、
う
ち
一
本
の
書
き
付
け
に
「
此
の
式
、
解
脱
房
の
草
か
」（
原
漢
文
）
と
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
解
脱
房
貞
慶
（
一
一
五
五
〜
一
二
一
三
）
の
作
と
も
目
さ
れ
て
き
た
作
品
で
あ（
３
）る
。
私
に
内
容
お
よ
び
書
写
伝
来
を
検
討
し
た
と
こ
ろ
、
本
三
段
式
は
貞
慶
の
真
作
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
と
の
結
論
に
至
っ
た
。
本
稿
で
は
、
そ
う
し
た
資
料
的
価
値
に
鑑
み
、
解
題
と
と
も
に
翻
刻
紹
介
す
る
も
の
で
あ
る
。
【
解
題
】
三
段
式
『
如
意
輪
講
式
』
は
、
澄
憲
作
七
段
式
『
如
意
輪
講
式
』
か
ら
、
表
白
・
第
四
段
（
本
願
利
益
門
）・
第
六
段
（
如
意
福
徳
門
）・
第
七
段
（
往
生
極
楽
門
）
を
用（
４
）い
、
各
段
に
お
い
て
は
文
言
を
適
宜
抄
出
し
て
三
段
式
に
仕
立
て
た
、
い
わ
ば
澄
憲
の
七
（１０５）
段
式
の
簡
略
版
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
改
作
は
、
七
段
式
の
内
容
や
修
辞
を
十
二
分
に
理
解
し
た
上
で
行
わ
れ
て
お
り
、
ま
こ
と
に
的
確
な
抄
出
と
言
え
る
。
全
七
門
の
う
ち
、
主
要
門
に
あ
た
る
三
門
を
選
び
取
り
、
各
門
の
式
文
を
整
え
る
に
あ
た
っ
て
は
、
対
句
構
造
を
把
握
し
つ
つ
、
文
意
を
損
ね
な
い
よ
う
に
省
略
を
施
し
、
中
途
の
文
言
に
は
文
字
句
の
修
正
や
付
加
を
一
切
し
て
い
な
い
。
そ
の
よ
う
に
し
て
整
え
ら
れ
た
三
段
式『
如
意
輪
講
式
』は
、
一
個
の
作
品
と
し
て
完
成
度
の
高
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
、
七
段
式
は
長
大
で
、
法
会
で
営
む
に
は
大
が
か
り
と
な
る
た
め
、
よ
り
実
用
に
即
し
た
作
品
と
し
て
改
編
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
ち
な
み
に
、
澄
憲
の
七
段
式
は
他
に
、
五
段
式
（
魚
山
叢
書
本
）
に
、
あ
る
い
は
別
の
三
段
式
に
改
作
が
行
わ
れ
、
今
に
伝
来
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
文
言
が
増
補
さ
れ
た
り
、
省
略
が
施
さ
れ
た
り
、
各
段
が
結
合
さ
れ
た
り
し
て
、
七
段
式
の
原
態
は
必
ず
し
も
そ
の
ま
ま
で
は
な
い
。
澄
憲
の
七
段
式
の
影
響
や
流
布
を
物
語
る
も
の
と
し
て
貴
重
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
の
改
変
作
品
を
傍
ら
に
置
け
ば
い
っ
そ
う
、
原
七
段
式
に
忠
実
な
本
三
段
式
の
特
徴
が
浮
か
び
上
が
る
の
で
あ
る
。
さ
て
、
こ
の
三
段
式
が
、
醍
醐
寺
に
は
計
三
本
残
さ
れ
て
い
る
。
①
二
〇
八
函
一
六
号
『
如
意
輪
講
式
』
巻
子
装
一
巻
②
二
一
三
函
三
五
号
『
如
意
輪
講
式
』
断
簡
一
紙
③
二
一
五
函
一
二
号
『
如
意
輪
講
式
』
巻
子
装
一
巻
①
は
、
現
装
に
お
い
て
料
紙
表
に
『
観
音
講
式
』、
裏
に
『
如
意
輪
講
式
』
が
書
写
さ
れ
て
い
る
一
巻
で
あ
る
。
こ
の
『
観
音
講
式
』
は
貞
慶
作
と
し
て
知
ら
れ
る
三
段（
５
）式
に
他
な
ら
な
い
。
現
装
で
は
裏
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
『
如
意
輪
講
式
』
の
方
が
書
写
が
古
く
、
後
に
そ
の
料
紙
の
裏
面
に
『
観
音
講
式
』
が
写
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。【
書
誌
】
に
詳
細
を
後
述
す
る
よ
う
に
、『
如
意
輪
講
式
』
が
書
か
れ
た
全
五
紙
の
裏
面
を
使
っ
て
『
観
音
講
式
』
が
書
写
さ
れ
て
、
書
き
き
れ
な
か
っ
た
式
文
を
一
紙
（
現
装
第
五
千
葉
大
学
人
文
研
究
第
四
十
七
号
（１０６）
紙
）
継
い
で
書
い
た
と
い
う
経
緯
が
推
測
で
き
る
。
な
お
、
第
二
紙
と
第
三
紙
の
間
に
一
紙
欠
落
し
て
お
り
（
式
文
が
通
ら
な
い
）、
欠
落
し
た
ま
ま
紙
が
継
が
れ
て
い
る
。
表
裏
に
両
講
式
が
書
写
さ
れ
た
後
に
一
紙
が
欠
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
経
緯
や
時
期
は
不
明
で
あ
る
。
②
は
、
断
簡
一
紙
で
あ
り
、
表
裏
に
そ
れ
ぞ
れ
『
観
音
講
式
』『
如
意
輪
講
式
』
の
中
途
の
式
文
が
記
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
料
紙
、
式
文
の
内
容
、
料
紙
の
継
ぎ
目
の
文
字
の
残
画
よ
り
、
①
の
欠
損
に
該
当
す
る
一
紙
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
す
な
わ
ち
、
①
と
②
を
合
わ
せ
て
、『
如
意
輪
講
式
』『
観
音
講
式
』
一
巻
が
整
う
の
で
あ
る
。
後
に
掲
げ
る
翻
刻
で
は
、
こ
の
断
簡
を
補
完
し
て
『
如
意
輪
講
式
』
を
提
示
す
る
こ
と
と
す
る
。
③
は
、
右
の
①
＋
②
の
『
如
意
輪
講
式
』
を
書
写
し
た
一
巻
と
目
さ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
振
り
仮
名
や
送
り
仮
名
の
記
し
方
に
違
い
も
存
す
る
の
で
、
一
字
一
句
の
忠
実
な
写
し
で
は
な
い
。
文
和
四
年
（
一
三
五
五
）
の
書
写
奥
書
が
あ
り
、
こ
れ
は
①
『
観
音
講
式
』
の
貞
治
五
年
（
一
三
六
六
）
の
書
写
を
遡
る
。
あ
る
い
は
、
①
＋
②
『
如
意
輪
講
式
』
書
写
↓
③
書
写
↓
①
＋
②
『
観
音
講
式
』
書
写
（『
如
意
輪
講
式
』
裏
）、
と
い
う
順
が
考
え
ら
れ
る
か
。
注
目
す
べ
き
は
、
第
八
紙
（
末
尾
）
の
端
裏
に
、「
此
式
解
脱
房
草
歟
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ（
６
）る
。
貞
慶
の
名
を
載
せ
る
点
で
看
過
で
き
な
い
。
本
書
は
、
現
在
に
お
い
て
三
段
式
の
完
本
と
し
て
貴
重
で
、
①
②
の
式
文
を
考
え
る
上
で
参
考
と
な
る
た
め
、
併
せ
て
翻
刻
を
書
誌
と
共
に
掲
げ
る
。
醍
醐
寺
に
蔵
さ
れ
る
三
本
の
概
略
は
、
右
の
通
り
で
あ
る
。
こ
こ
に
三
段
式
『
如
意
輪
講
式
』
を
貞
慶
の
真
作
と
見
る
理
由
は
、
大
き
く
以
下
の
こ
と
に
よ
る
。
一
、
写
本
の
書
き
付
け
に
、
貞
慶
作
か
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
二
、『
如
意
輪
講
式
』
が
書
写
さ
れ
た
後
に
、
貞
慶
の
『
観
音
講
式
』
が
そ
の
料
紙
裏
に
書
写
さ
れ
、
表
裏
で
伝
来
し
て
い
る
（１０７）
醍
醐
寺
蔵
貞
慶
作
三
段
式
『
如
意
輪
講
式
』
解
題
と
翻
刻
こ
と
。
三
、
澄
憲
作
七
段
式
の
式
文
を
周
到
に
改
作
し
た
内
容
を
持
つ
こ
と
。
四
、
三
段
式
『
如
意
輪
講
式
』
の
冒
頭
部
が
、
貞
慶
『
観
音
講
式
』
と
同
一
で
あ
る
こ
と
。
こ
の
う
ち
、
一
・
二
に
つ
い
て
は
本
稿
に
論
じ
、
三
・
四
に
つ
い
て
は
あ
ら
た
め
て
詳
論
す
る
が
、
四
に
つ
い
て
い
さ
さ
か
触
れ
て
お
く
。
こ
の
三
段
式
の
表
白
冒
頭
は
、
左
に
掲
げ
る
通
り
で
あ
る
。
敬
白
大
恩
教
主
釈
迦
牟
尼
如
来
、
十
方
三
世
一
切
三
宝
、
殊
大
慈
大
悲
観
自
在
尊
、
補
陀
洛
山
無
数
聖
衆
ニ
一
而
言
、
こ
れ
は
、
三
段
式
が
澄
憲
作
七
段
式
を
唯
一
改
変
し
て
い
る
箇
所
で
あ
る
。
澄
憲
の
七
段
式
は
、
表
白
が
以
下
の
よ
う
に
始
ま
る
。
敬
白
法
界
法
身
摩
訶
毘
盧
遮
那
、
実
修
実
証
盧
舎
那
界
会
、
一
代
教
主
牟
尼
薄
伽
、
九
品
能
化
弥
陀
種
覚
、
十
方
法
界
証
菩
提
者
、
去
来
現
在
応
正
遍
知
、
八
万
十
二
権
実
正
教
、
無
障
礙
経
甚
深
妙
典
、
観
音
勢
至
諸
大
菩
薩
、
阿
難
迦
葉
諸
大
声
聞
、
殊
ニ
ハ
補
陀
落
安
養
清
浄
集
会
、
蓮
華
部
中
諸
賢
聖
衆
、
惣
テ
ハ
一
心
法
界
光
明
心
殿
、
理
性
随
縁
塵
刹
海
会
ノ
三
宝
ノ
境
界
ニ
驚
カ
シ
言
サ
ク
、
（
大
覚
寺
本
を
翻（
７
）刻
、
私
に
句
読
点
を
付
し
た
。）
七
段
式
が
い
か
に
長
大
で
重
厚
で
あ
る
か
が
わ
か
る
だ
ろ
う
。
三
段
式
は
お
そ
ら
く
、
こ
れ
を
よ
り
コ
ン
パ
ク
ト
に
表
現
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
興
味
深
い
こ
と
に
、
こ
の
三
段
式
の
文
言
は
、
貞
慶
作
『
観
音
講
式
』
の
表
白
冒
頭
と
全
く
の
同
一
な
の
で
あ
る
。『
観
音
講
式
』
の
当
該
式
文
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。
敬
白
大
恩
教
主
釈
迦
牟
尼
如
来
、
十
方
三
世
一
切
三
宝
、
殊
大
慈
大
悲
観
自
在
尊
、
補
陀
洛
山
無
数
聖
衆
ニ
一
而
言
、
（
二
〇
八
函
一
六
号
を
翻
刻
、
私
に
句
読
点
を
付
し
た
。）
千
葉
大
学
人
文
研
究
第
四
十
七
号
（１０８）
表
白
の
表
現
は
あ
る
程
度
定
型
化
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
中
に
も
多
様
な
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
存
す
る
。
そ
う
し
た
実
態
に
即
し
た
と
き
、
貞
慶
の
著
し
た
式
文
と
同
一
の
文
言
か
ら
始
ま
る
こ
と
は
、
本
三
段
式
『
如
意
輪
講
式
』
が
貞
慶
の
真
作
で
あ
る
こ
と
の
蓋
然
性
を
高
め
よ
う
。
貞
慶
は
、
自
ら
草
し
た
『
観
音
講
式
』
の
表
白
冒
頭
を
援
用
し
つ
つ
、
全
体
を
整
え
た
と
思
し
い
（
あ
る
い
は
、
三
段
式
『
如
意
輪
講
式
』
を
作
成
し
て
後
、
そ
の
文
言
を
『
観
音
講
式
』
に
も
利
用
し
た
可
能
性
も
あ
る
）。
本
三
段
式
は
、
澄
憲
の
七
段
式
『
如
意
輪
講
式
』
の
享
受
の
様
相
が
よ
く
う
か
が
わ
れ
る
と
同
時
に
、
貞
慶
に
と
っ
て
血
縁
関
係
に
あ
る
澄
憲
の
作
品
へ
の
直
接
的
関
与
が
明
ら
か
に
な
る
点
で
、
貴
重
な
一
作
品
で
あ
る
。
内
容
に
わ
た
る
検
討
は
別
稿
に
譲
り
、
こ
こ
で
は
式
文
を
翻
刻
紹
介
す
る
こ
と
で
、
全
容
を
見
渡
す
一
歩
と
し
た
い
。
注（
１
）
ニ
ー
ル
ス
・
グ
リ
ュ
ベ
ル
ク
の
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
「
講
式
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
に
も
本
講
式
は
載
せ
ら
れ
て
お
り
、
学
恩
に
与
っ
た
。
（
２
）
佐
々
木
邦
世
「
よ
み
が
え
る
「
信
の
風
光
」
―
秀
衡
の
母
請
託
『
如
意
輪
講
式
』
を
読
む
―
」（
中
尊
寺
仏
教
文
化
研
究
所
『
論
集
』
創
刊
号
、
一
九
九
七
年
五
月
）
に
早
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
中
尊
寺
に
て
、
二
〇
一
六
年
六
月
二
五
日
に
本
講
式
の
復
元
法
要
が
行
わ
れ
た
（
中
尊
寺
「
如
意
輪
講
式
」
法
要
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
）。
柴
も
委
員
と
し
て
加
わ
っ
て
式
文
訓
読
を
行
い
、
海
老
原
廣
伸
師
・
室
生
述
成
師
・
近
藤
静
乃
氏
と
共
に
譜
本
作
成
の
過
程
を
担
っ
た
。
貴
重
な
営
み
に
参
画
さ
せ
て
下
さ
っ
た
中
尊
寺
貫
首
山
田
俊
和
師
に
深
謝
申
し
上
げ
る
。
本
講
式
に
つ
い
て
は
、
柴
「
書
写
山
圓
教
寺
蔵
『
如
意
輪
講
式
』
解
題
と
翻
刻
」（
千
葉
大
学
『
人
文
研
究
』
四
六
号
、
二
〇
一
七
年
三
月
）、
柴
「
澄
憲
『
如
意
輪
講
式
』
を
読
む
―
大
覚
寺
蔵
七
段
式
の
訓
読
―
」（
中
尊
寺
仏
教
文
化
研
究
所
『
論
集
』
第
四
号
、
二
〇
一
七
年
三
月
）、
柴
「
澄
憲
と
『
如
意
輪
講
式
』
―
そ
の
資
料
的
価
値
へ
の
展
望
―
」（
小
峯
和
明
監
修
、
目
黒
将
史
編
『
日
本
文
学
の
展
望
を
拓
く
』
第
五
巻
、
笠
間
書
院
、
二
〇
一
七
年
一
一
月
）
に
も
論
じ
た
。
（１０９）
醍
醐
寺
蔵
貞
慶
作
三
段
式
『
如
意
輪
講
式
』
解
題
と
翻
刻
（
３
）
こ
の
書
き
付
け
に
つ
い
て
は
、
グ
リ
ュ
ベ
ル
ク
が
既
に
言
及
し
て
い
る
。
澄
憲
作
七
段
式
と
の
関
係
に
つ
い
て
も
、「
内
容
的
に
は
、
澄
憲
作
如
意
輪
講
式
（
七
段
）
の
改
作
と
思
わ
れ
る
。」
と
述
べ
る
。
（
４
）
こ
の
主
要
門
の
選
択
に
則
り
、
二
〇
一
六
年
の
中
尊
寺
に
お
け
る
『
如
意
輪
講
式
』
復
元
法
要
で
は
、
表
白
・
第
四
門
・
第
六
門
・
第
七
門
・
結
章
文
と
い
う
三
段
構
成
の
法
会
が
勤
修
さ
れ
た
。
法
会
で
は
、
各
門
に
お
い
て
澄
憲
の
七
段
式
そ
の
ま
ま
の
式
文
が
唱
え
ら
れ
た
。
現
在
、
七
段
式
全
体
の
復
元
実
唱
に
向
け
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
続
行
し
て
い
る
。
（
５
）
山
田
昭
全
・
清
水
宥
聖
編
『
貞
慶
講
式
集
』（
山
喜
房
佛
書
林
、
二
〇
〇
〇
年
）
に
、
三
段
式
『
観
音
講
式
』
の
翻
刻
と
研
究
が
な
さ
れ
て
い
る
。
（
６
）
グ
リ
ュ
ベ
ル
ク
は
、
前
掲
注（
１
）に
て
、「
貞
慶
作
カ
に
つ
い
て
」
と
し
て
、
以
下
の
よ
う
な
考
察
を
行
っ
て
い
る
。
貞
慶
（
解
脱
上
人
）
作
者
説
は
、
伝
本
の
中
に
、
た
だ
一
本
（
醍
醐
寺
（２１５
／１２
）
写１６３２
年
、
奥（
１
３
５
５
年
か
）
１３３５
年
）
が
「
此
式
解
脱
房
草
歟
」
と
あ
る
。
こ
の
伝
本
は
明
ら
か
に
同
寺
に
保
管
さ
れ
て
い
る
別
本
（
醍
醐
寺
（２０８
／１６
／２
）
写
鎌
倉
後
期
）
の
転
写
本
で
あ
っ
て
、
元
に
な
っ
て
い
る
本
は
貞
慶
真
作
の
観
音
講
式
（
三
段
）
と
合
併
し
た
合
本
で
あ
っ
て
、
こ
の
真
作
の
写
本
も
「
如
意
輪
講
私
記
」
と
、
間
違
え
や
す
い
同
題
を
持
っ
て
い
る
。
貞
慶
作
か
と
注
目
し
て
い
る
こ
と
に
大
い
に
示
唆
を
受
け
た
。
な
お
、氏
は
、二
一
五
函
一
二
号
が
一
六
三
二
年（
寛
永
八
年
）の
写
し
で
あ
る
と
す
る
が
、
紙
背
に
記
さ
れ
た
当
該
の
年
記
は
寄
進
に
関
わ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
書
写
そ
の
も
の
は
江
戸
初
期
を
遡
る
と
思
わ
れ
る
。
（
７
）
前
掲
注（
２
）柴
「
澄
憲
と
『
如
意
輪
講
式
』
―
そ
の
資
料
的
価
値
へ
の
展
望
―
」
に
、
表
白
の
翻
刻
と
内
容
の
読
解
を
行
っ
た
。
謝
辞貴
重
な
資
料
の
閲
覧
お
よ
び
翻
刻
を
ご
許
可
下
さ
っ
た
醍
醐
寺
座
主
仲
田
順
和
猊
下
に
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
閲
覧
に
あ
た
っ
て
は
、
醍
醐
寺
当
局
の
皆
様
に
ご
高
配
賜
り
ま
し
た
。
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
付
記
本
稿
は
、
科
学
研
究
費
補
助
金
（
挑
戦
的
研
究：
萌
芽１７
K１８４７８
）
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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翻
刻
は
、
次
の
よ
う
な
方
針
で
行
っ
た
。
一
、
漢
字
は
通
行
の
字
体
を
用
い
、
読
解
の
便
宜
の
た
め
、
私
に
句
読
点
を
付
し
た
。
一
、
行
取
り
は
底
本
に
従
っ
た
。
一
、
音
読
・
訓
読
符
は
、
印
刷
の
都
合
上
、
省
略
し
た
。
一
、
判
読
不
能
の
字
は
□
で
示
し
た
。
一
、
行
末
に
適
宜
、
冒
頭
か
ら
の
紙
数
を
示
し
た
。
一
本
は
、
断
簡
を
含
め
て
復
元
し
た
紙
数
を
示
し
た
。
一
、
行
頭
に
冒
頭
か
ら
の
行
数
を
示
し
た
。
〈
二
〇
八
函
一
六
号
お
よ
び
二
一
三
函
三
五
号
〉
【
書
誌
】
○
二
〇
八
函
一
六
号
巻
子
装
一
巻
。
現
装
は
、
巻
子
の
表
に
「
観
音
講
式
」、
裏
に
「
如
意
輪
講
式
」。
原
態
は
「
如
意
輪
講
式
」
が
表
で
あ
っ
た
か
。
こ
こ
で
は
ひ
と
ま
ず
、「
観
音
講
式
」
を
表
と
し
て
順
に
紙
数
を
数
え
る
。
料
紙
、
楮
紙
打
紙
。
第
五
紙
の
み
料
紙
異
な
る
（
楮
紙
）。
法
量
、
縦
三
一
・
〇
糎
。
横
二
一
四
・
九
糎
（
五
紙
継
。
各
紙
は
、
現
装
の
冒
頭
か
ら
①
〈
第
一
紙
、
以
下
同
〉
四
四
・
二
糎
、
（１１１）
醍
醐
寺
蔵
貞
慶
作
三
段
式
『
如
意
輪
講
式
』
解
題
と
翻
刻
②
五
〇
・
〇
糎
、
③
五
〇
・
〇
糎
、
④
四
一
・
二
糎
、
⑤
二
九
・
五
糎
）。
軸
無
し
、
界
線
無
し
。「
観
音
講
式
」「
如
意
輪
講
式
」
と
も
に
博
士
無
し
。
＊
「
観
音
講
式
」（
現
装
表
面
）
南
北
朝
期
の
書
写
。
第
一
紙
冒
頭
、
紙
面
上
部
破
損
。
内
題
無
し
、
尾
題「
如
意
輪
講
式
」。
尾
題
の
前
に
、「
（
一
三
六
六
）
貞
治
五
年
三
月
八
日
」
の
書
写
奥
書
あ
り
。
第
五
紙
の
み
料
紙
異
な
る
。
第
四
紙
（
原
態
の
第
一
紙
）
ま
で
で
書
写
が
完
了
し
な
か
っ
た
た
め
、
一
紙
紙
継
ぎ
が
な
さ
れ
た
か
。
第
二
紙
と
第
三
紙
の
間
に
一
紙
欠
落
。
＊
「
如
意
輪
講
式
」（
現
装
裏
面
）
鎌
倉
後
期
の
書
写
。
内
題
「
如
意
輪
講
私
記
」。
現
装
第
四
紙
（
原
態
の
第
一
紙
に
相
当
）
よ
り
墨
付
き
。
第
三
紙
（
原
態
第
二
紙
）、
第
二
紙
（
同
第
四
紙
）、
第
一
紙
（
同
第
五
紙
）。
第
三
紙
と
第
二
紙
の
間
に
一
紙
欠
落
。
○
二
一
三
函
三
五
号
断
簡
一
紙
。
料
紙
、
楮
紙
打
紙
（
二
〇
八
函
一
六
号
の
料
紙
と
同
一
）。
法
量
、
縦
三
一
・
〇
糎
。
横
五
〇
・
〇
糎
。
現
装
は
、
表
（
巻
の
内
面
）
に
「
観
音
講
式
」、
裏
に
「
如
意
輪
講
式
」。
文
字
の
残
画
な
ど
を
照
合
し
た
結
果
、
二
〇
八
函
一
六
号
の
一
巻
の
断
簡
と
認
め
ら
れ
る
。
第
二
紙
と
第
三
紙
の
間
の
一
紙
で
、
こ
の
一
紙
を
補
う
と
、「
観
音
講
式
」「
如
意
輪
講
式
」
と
も
に
式
文
が
完
備
す
る
。
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【
翻
刻
】
如
意
輪
講
私
記
先
惣
礼
帰
命
蓮
花
王
大
悲
観
自
在
大
自
在
吉
祥
能
施
有
情
願
南
無
帰
命
頂
礼
大
慈
大
悲
大
聖
如
意
輪
観
自
在
尊
十
方
法
界
一
切
三
宝
敬
白
大
恩
教
主
釈
迦
牟
尼
如
来
十
方
三
世
一
切
三
宝
、
殊
大
慈
大
悲
観
自
在
尊
補
陀
洛
山
無
数
聖
衆
ニ
一
而
言
、
イ
ク
ハ
ク
伏
惟
ハ
、
人
中
天
上
之
浮
花
開
落
幾
ノ
春
ノ
風
ソ
。
苦
海
愛
河
之
チ
ン
フ
コ
ヽ
流
水
沈
浮
オ
ヽ
ク
ノ
夕
ノ
浪
。
善
趣
ニ
ハ
難
ク
生
シ
一
、
悪
道
ニ
ハ
易
帰
リ
一
者
也
。
粤
ニ
マ
レ
ヰ
キ
テ
イ
タ
マ
〳
〵
カ
セ
キ
稀
ニ
受
ケ
日
域
馬
台
之
人
身
ヲ
一
、
償
遇
ヘ
リ
月
支
鵝
王
之
教
跡
ニ
一
。
然
ニ
セ
イ
シ
キ
リ
カ
タ
ム
タ
レ
カ
コ
ヨ
ク
カ
ケ
タ
ク
ハ
フ
歳
月
洊
ニ
傾
ク
、
孰
期
セ
ム
二
翼
日
之
晷
ヲ
一
。
冥
路
稍
近
ツ
ク
、
ス
ヘ
カ
ラ
ク
須ヘシ
蓄
二
夜
台
カ
テ
ヒ
ト
ヘ
イ
ノ
ラ
ヰ
ヨ
ウ
キ
之
粮
ヲ
一
。
茲
以
テ
、
偏
ニ
仰
テ
二
一
尊
之
級
引
ヲ
一
、
願
フ
三
祷
ム
ト
二
二
世
之
雍
熙
ヲ
一
。
夫
十
方
聖
衆
之
中
ニ
ハ
、
観
自
在
ノ
慈
悲
惟
深
重
ナ
リ
。
六
観
世
音
ノ
内
ニ
ハ
、
モ
ツ
ト
モ
ケ
ツ
エ
ン
ヨ
テ
キ
サ
シ
如
意
輪
ノ
利
生
尤
掲
焉
ナ
リ
。
繇
二
是
ニ
一
今
翅
テ
二
一
座
三
門
之
講
肆
ヲ
一
、
ホ
コ
ン
早
ク
預
ム
二
求
両
願
之
満
足
ニ
一
。
眼
前
ニ
ハ
誇
テ
二
不
老
之
赤
泉
ニ
一
、
１５１０１５
（１１３）
醍
醐
寺
蔵
貞
慶
作
三
段
式
『
如
意
輪
講
式
』
解
題
と
翻
刻
ト
モ
ナ
チ
ン
ヨ
ウ
ノ
カ
ウ
セ
ウ
ノ
シ
マ
タ
カ
ク
ワ
伴
ヒ
二
椿
葉
之
影
ニ
一
、
身
後
ニ
ハ
遊
ン
テ
二
迎
接
之
紫
台
ニ
一
、
俣
ム
二
荷
花
之
ヒ
ラ
ク
ル
コ
ン
ト
ク
シ
ス
ア
タ
ハ
ソ
ウ
ツ
フ
サ
ム
ネ
ラ
ム
敷
ヲ
一
。
懇
篤
ノ
志
不
三
能
二
叢
サ
ス
ル
ニ
一
。
具
ナ
ル
旨
在
リ
二
仏
陀
之
照
覧
ニ
一
而
已
。
今
此
講
演
略
有
二
三
門
一
。
一
者
本
願
利
益
門
、
二
者
如
意
福
」（
第
一
紙
、
現
装
第
四
紙
）
徳
門
、
三
往
生
極
楽
門
也
。
ツ
カ
ヘ
第
一
本
願
利
益
門
者
、
夫
此
菩
薩
者
、
侍
テ
二
多
千
億
ノ
仏
ニ
一
、
タ
レ
レ
ン
発
シ
二
大
清
浄
ノ
願
ヲ
一
、
垂
テ
二
憐
愍
ノ
方
便
ヲ
一
、
施
コ
ス
二
降
化
ノ
神
力
ヲ
一
。
慈
悲
ヒ
ヨ
ウ
ア
マ
ネ
ソ
ヽ
キ
之
雲
眇
ト々
シ
テ
、
普
ク
澍
甘
露
之
法
雨
ヲ
一
、
弘
誓
之
海
漫
ト々
シ
テ
、
ウ
カ
ノ
ハ
ツ
広
ク
浮
フ
二
済
度
之
船
筏
ヲ
一
。
無
縁
之
慈
悲
広
大
ニ
シ
テ
、
無
 
親
モ
一
無
シ
 
ウ
ト
キ疎
モ
。
無
作
之
誓
願
甚
深
ニ
シ
テ
、
無
ク
 
始
モ
一
無
シ
 
終
リ
モ
。
本
願
云
、
一
切
ナ
ヲ
ハ
ン
チ
カ
シ
衆
生
ヲ
作
シ
仏
ニ
一
畢
テ
後
、
我
当シ
ニ
成
仏
ス
一
。
若
残
サ
二
一
人
モ
一
者
、
誓
フ
四
不
ト
三
ト取
ラ
二
正
覚
ヲ
一
云
々
。
又
如
二
経
ニ
云
一
、
若
持
二
念
如
意
輪
一
者
ハ
、
一
切
時
処
ニ
ケ
皆
無
有
コ
ト
障
礙
一
。
於
テ
内
外
ノ
行
業
ニ
一
、
速
ニ
円
二
満
シ
テ
、
於
諸
ノ
所
作
ノ
事
ニ
一
、
常
ニ
得
ン
勝
利
ヲ
一
。
威
光
増
長
シ
テ
、
具
シ
大
自
在
ヲ
一
、
開
発
シ
テ
智
恵
ヲ
一
、
得
ム
二
弁
才
語
言
三
昧
ヲ
一
。
音
声
美
妙
シ
テ
、
過
現
ノ
一
切
ノ
罪
障
シ
ヤ
ウ
無
ク
三
不
コ
ト
二
滅
セ
一
、
現
当
ノ
一
切
ノ
吉
祥
無
シ
ト
不
云
コ
ト
至
一
云
々
。
凡
誓
願
ノ
利
益
ク
ア
ラ
無
量
ナ
リ
。
以
テ
二
要
一
言
之
ヲ
一
、
三
業
六
情
之
罪
垢
、
智
水
洗
テ
而
不
ト
ヽ
マ
ラ
コ
ウ
チ
ム
ハ
ラ
ン
留
一
。
四
重
五
逆
之
業
塵
、
悲
風
払
テ
而
無
残
コ
ト
。
況
満
テ
二
寿
命
ヲ
２０２５３０
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タ
ヽ
ケ
ウ
ケ
ン
於
千
歳
ニ
一
、
招
カ
ム
敬
愛
ヲ
於
万
人
ニ
一
。
才
智
湛
ヘ
二
北
海
ヲ
一
、
巧
弁
流
ス
二
懸
ユ
ウ
河
ヲ
一
。
何
況
、
雖
ト
モ
二
決
定
業
ナ
リ
ト
一
、
念
レ
ハ
能
ク
転
シ
之
ヲ
一
、
雖
ト
モ
二
 
堕
ス
ト
悪
道
ニ
一
、
必
代
テ
ウ
フ
ル
ン
シ
ヤ
ク
フ
ク
ノ
ク
タ
受
ク
苦
ヲ
一
。
然
則
、
振
テ
二
十
刀
折
伏
之
威
ヲ
一
、
シ
ヱ
タ
ケ
テ
二
獄
率
ヲ
一
摧
キ
刀
山
ヲ
一
、
施
テ
二
テ
ツ
一
子
慈
悲
之
徳
ヲ
一
、
代
テ
二
罪
人
ニ
一
入
ル
二
鉄
城
ニ
一
者
也
。
経
云
、
若
誦
コ
ト
二
如
意
コ
ト
〳
〵
タ
ト
イ
輪
神
呪
ヲ
一
一
遍
セ
ハ
如
ク
ノ
上
ノ
諸
事
皆
悉
ク
得
二
成
弁
コ
ト
ヲ
一
文
。
又
云
、
仮
令
ス
カ
エ
仏
眼
ハ
堕
二
落
シ
テ
大
地
ニ
一
、
無
量
億
劫
ニ
不
ト
モ
 
還
ラ
二
本
処
ニ
一
、
大
悲
ノ
誓
願
セ
シ不
堕
両
舌
ニ
一
。
又
、
若
有
衆
生
一
、
於
未
来
世
一
、
誦
持
セ
此
呪
一
者
、
以
ノ
本
願
ヲ
一
故
ニ
、
我
来
テ
二
其
ノ
人
前
ニ
一
、
随
所
望
ノ
意
ニ
一
、
令
ム
満
一
切
無
量
ノ
ス
コ
シ
キ
ハ
タ
シ
ト
ケ
ナ
ツ
ク
ル
大
願
ヲ
。
若
ハ
少
若
ハ
多
、
不
ハ
果
遂
其
ノ
悉
地
ヲ
一
者
、
不
得
三
名
コ
ト
ヲ
二
為
如
意
」（
第
二
紙
、
現
装
第
三
紙
）
宝
珠
大
秘
密
呪
ト
一
文
。
如
是
、
誓
願
不
思
議
甚
深
ニ
シ
テ
、
無
量
ア
ヤ
マ
ラ
ウ
タ
カ
イ
広
大
也
。
金
言
不
誤
一
、
利
生
無
 
疑
。
仍
大
衆
以
伽
陀
可
讃
嘆
礼
拝
。
頌
曰
、
若
我
誓
願
大
悲
中
一
人
不
成
二
世
願
我
堕
虚
妄
罪
過
中
不
還
本
覚
捨
大
悲
南
無
帰
命
頂
礼
大
慈
大
悲
大
聖
如
意
輪
観
自
在
尊
第
二
如
意
福
徳
門
ト
者
、
先
ニ
明
シ
ツ
本
誓
悲
願
。
今
祈
ラ
ム
二
福
徳
ノ
ネ
カ
ン
テ
キ
利
益
ヲ
一
。
夫
冀
テ
二
樹
提
伽
之
勝
躅
ヲ
一
、
開
キ
二
福
田
於
即
生
ニ
一
、
伝
二
迦
ヘ
ウ
シ
マ
ネ
コ
ヽ
ニ
モ
ツ
ト
モ
羅
越
之
妙
指
ヲ
一
、
招
カ
ム
宝
財
於
現
身
ニ
一
。
於
焉
、
幸
福
ヲ
ハ
尤
可
三
願
二
３５４０４５
（１１５）
醍
醐
寺
蔵
貞
慶
作
三
段
式
『
如
意
輪
講
式
』
解
題
と
翻
刻
コ
レ
セ
ム
タ
レ
カ
イ
ト
カ
キ
之
ヲ
一
。
貧
賤
ヲ
ハ
誰
不
ラ
ム
 
厭
ハ
之
ヲ
一
。
是
以
菩
薩
ノ
六
度
ニ
ハ
闕
檀
度
之
済
ウ
シ
ナ
ミ
カ
タ
イ
タ
オ
ト
レ
行
ヲ
一
、
止
観
五
縁
ニ
ハ
失
フ
二
衣
食
之
助
道
ヲ
一
矣
。
出
ハ
瞻
テ
二
肩
ヲ
一
懐
キ
下
劣
ル
二
等
ハ
チ
ク
ツ
ヒ
サ
カ
エ
リ
ソ
ク
輩
ニ
一
之
恥
ヲ
上
、
入
ハ
屈
テ
膝
ヲ
無
シ
顧
ミ
ル
二
親
族
ヲ
一
之
力
上
。
況
富
ル
者
ハ
、
随
テ
縁
一
自
ウ
ノ
フ
レ
ヲ
モ
ハ
ヲ
カ
エ
ン
然
殖
ヱ
善
種
ヲ
一
、
貧
者
ハ
、
触
テ
事
一
不
ル
ニ
 
慮
犯
ス
罪
根
ヲ
一
。
故
或
ハ
説
キ
閻
ヨ
ン
ノ
ヘ
浮
提
ノ
衆
生
ハ
多
ク
由
テ
 
貧
ニ
一
堕
ト
二
悪
道
ニ
一
、
又
演
タ
リ
諸
苦
ノ
中
ニ
ハ
以
貧
苦
ニ
一
コ
レ
ヲ
モ
為
ト
第
一
ノ
苦
ト
一
云
々
。
因
テ
茲
ニ
、
早
祈
テ
福
徳
之
一
門
ヲ
一
、
欲
フ
成
ト
大
願
ヲ
於
カ
タ
ト
レ
二
世
ニ
一
。
然
今
此
菩
薩
者
象
リ
宝
部
摩
尼
門
ニ
一
。
持
シ
テ
如
意
宝
ア
タ
珠
ノ
玉
ヲ
一
、
衆
生
ニ
与
ヘ
二
財
福
ヲ
一
、
行
者
ニ
満
ツ
二
諸
願
ヲ
一
矣
。
経
云
、
若
於
此
ヲ
モ
ハ
ク
生
ノ
中
ニ
一
、
欲
フ
求
ト
現
報
ヲ
一
諸
ノ
悪
業
薄
福
ノ
衆
生
ニ
充
満
セ
シ
メ
ム
ト
世
キ
タ
レ
出
世
間
ノ
無
上
ノ
果
報
一
切
所
望
ヲ
一
文
。
如
儀
軌
云
カ
一
、
誰
ノ
有
薄
福
一
者
、
当ヘシ
ト
ニ
満
ツ
一
切
ノ
願
ヲ
文
。
随
心
如
意
輪
経
云
、
是
能
ク
雨
ス
於
無
量
ノ
財
宝
ヲ
一
如
意
宝
珠
也
。
速
ニ
得
ル
世
間
ノ
一
切
財
故
文
。
又
云
、
我
速
ニ
令
得
美
妙
七
宝
衣
服
飲
ヲ
ウ
食
及
妻
子
眷
属
車
乗
城
邑
満
足
ス
ル
コ
ト
ヲ
一
取
意
。
此
則
タ
ノ
ミ
タ
ク
イ
ホ
於
テ
此
ノ
如
意
輪
ニ
一
懸
 
馮
ヲ
作
一
花
一
香
ノ
善
ニ
一
之
彙
、
摸
シ
」（
第
三
紙
、
二
一
三
函
三
五
号
断
簡
）
コ
ラ
シ
ハ
コ
ヤ
カ
ラ
キ
ハ
メ
形
ヲ
一
凝
テ
 
信
一
、
運
フ
二
一
称
一
礼
善
ヲ
一
之
族
、
窮
テ
王
家
之
懐
富
ヲ
一
、
ホ
シ
イ
マ
ヽ
ユ
タ
カ
シ
チ
ヨ
コ
縦
ニ
シ
輪
王
数
万
之
福
利
ヲ
一
、
豊
ニ
シ
テ
二
人
臣
之
資
貯
ニ
一
、
預
ラ
ム
二
居
５０５５６０６５
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（
マ
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）
コ
ヽ
ヲ
コ
ツ
キ
カ
サ
士
至
億
之
良
財
ニ
一
。
茲
以
、
矜
季
倫
之
福
庭
ヲ
一
、
飾
リ
錦
障
ヲ
ン
ヒ
ラ
カ
於
五
十
里
之
地
ニ
一
、
遊
テ
須
達
之
財
苑
ニ
一
、
披
ム
花
堂
於
四
十
ハ
余
之
院
ニ
一
。
然
則
、
六
度
四
接
者
、
始
自
初
門
一
満
足
シ
之
ヲ
一
、
ハ
イ
タ
ル
百
福
万
徳
者
、
迄
マ
テ
于
極
位
一
円
満
ス
之
ヲ
一
。
仍
各
以
伽
陀
、
可
讃
歎
礼
拝
。
頌
曰
、
持
宝
蓮
勝
憧
憧
中
出
妙
声
誰
有
薄
福
者
当
願
一
切
願
南
無
帰
命
頂
礼
大
慈
大
悲
大
聖
如
意
輪
観
自
在
菩
薩
第
三
往
生
極
楽
門
ト
者
、
前
ニ
明
ツ
今
生
ノ
所
求
ヲ
一
。
今
願
ハ
ム
来
世
ノ
タ
ヽ
ウ
出
離
ヲ
一
。
如
経
云
、
非
ス
但
現
世
ニ
得
ノ
ミ
ニ
大
福
利
ヲ
一
、
亦
於
当
生
ニ
一
獲
ト
キ
ツ
ナ
ツ
マ
ウ
大
功
徳
ヲ
一
文
。
夫
以
ミ
レ
ハ
、
名
利
ハ
生
死
之
絆
、
結
フ
三
塗
之
鉄
網
ヲ
一
。
道
カ
ケ
ヨ
ウ
エ
ン
心
ハ
菩
提
之
翅
、
翰
ル
二
九
品
之
金
台
ニ
一
。
然
我
等
著
シ
テ
妖
艶
之
サ
カ
ン
ヨ
ハ
イ
ヤ
ヽ
タ
ケ
ム
サ
ホ
イ
ヨ
〳
〵
色
声
ニ
一
、
盛
ナ
ル
齢
稍
闌
、
婪
テ
邪
慢
之
名
利
ヲ
一
、
余
命
愈
疚
マ
ル
。
カ
ヽ
ヱ
ヲ
ク
セ
イ
ケ
悲
哉
、
被
テ
二
拘
小
縁
ニ
一
乍
思
徒
ラ
ニ
送
リ
星
霜
ヲ
一
、
迷
ヌ
ル
哉
、
怖
求
シ
テ
ナ
ケ
ム
ナ
シ
イ
ト
ウ
世
間
ニ
一
乍
啌
キ
一
空
ク
運
フ
年
月
ヲ
一
。
実
ニ
可
厭
一
者
、
三
界
六
道
ス
ミ
カ
ヤ
ス
キ
ネ
カ
フ
ナ
之
栖
也
。
悪
趣
ニ
易
カ
帰
ニ
一
故
。
尤
可
欣
一
者
、
九
品
十
楽
之
台
シ
テ
也
。
不
ハ
欣
ハ
一
浄
土
ニ
難
生
故
也
。
然
今
此
菩
薩
者
、
為
船
師
シ
テ
ヲ
ク
大
船
師
ト
一
、
渡
シ
二
中
有
之
迷
津
ヲ
一
、
為
導
師
大
導
師
ト
一
、
送
ル
７０７５８０
（１１７）
醍
醐
寺
蔵
貞
慶
作
三
段
式
『
如
意
輪
講
式
』
解
題
と
翻
刻
マ
ウ
西
方
之
覚
岸
ニ
一
矣
。
安
養
ニ
ハ
号
シ
テ
弥
陀
ト
一
、
設
ケ
行
願
荘
厳
之
浄
土
ヲ
一
、
娑
婆
ニ
ハ
現
シ
テ
観
音
ト
一
、
迎
フ
欣
求
極
楽
之
サ
ヽ
ケ
衆
生
ヲ
一
。
是
以
、
十
念
成
就
之
終
ニ
ハ
、
捧
テ
蓮
台
一
而
迎
接
シ
、
九
品
往
生
之
始
ニ
ハ
、
転
法
輪
ヲ
一
而
教
化
ス
。
何
況
、
無
障
礙
」（
第
四
紙
、
現
装
第
二
紙
）
ス
テ
ヽ
経
ニ
ハ
説
キ
捨
此
身
後
、
則
生
ス
ト
西
方
一
、
金
輪
呪
経
ニ
ハ
演
タ
リ
命
終
シ
テ
往
生
ス
ト
極
楽
世
界
ニ
一
。
我
等
ニ
有
往
生
極
楽
之
願
一
。
観
チ
カ
イ
ス
テ
カ
ナ
音
ニ
在
引
摂
西
方
之
盟
一
。
我
ラ
カ
所
ノ
発
ス
一
願
望
、
已
ニ
叶
ヘ
リ
彼イヤ
シ
ク
所
立
之
本
誓
ニ
一
。
往
生
コ
ト
浄
土
ニ
一
、
有
何
疑
一
哉
。
然
則
、
苟
モ
ミ
タ
テ
マ
ツ
詣
テ
ヽ
黄
金
瑠
璃
之
庭
上
ニ
一
、
瞻
リ
観
音
紫
摩
之
聖
ヒ
サ
マ
ツ
イ
セ
ム
容
ヲ
一
、
忝
ナ
ク
跪
テ
赤
栴
檀
林
之
樹
下
ニ
一
、
拝
セ
ム
弥
陀
白
毫
之
ツ
イ
妙
相
ヲ
一
。
即
聞
テ
一
実
ノ
道
ヲ
一
、
断
シ
三
重
ノ
無
明
ヲ
一
、
終
ニ
開
テ
仏
ノ
知
見
ニ
一
、
入
ラ
ム
菩
薩
ノ
正
位
ニ
一
。
出
離
生
死
ノ
大
願
已
ニ
満
足
。
世
々
生
々
大
幸
、
何
事
カ
如
之
一
哉
。
仍
各
住
決
定
往
生
之
願
、
可
讃
歎
礼
拝
弥
陀
観
音
。
頌
曰
、
願
以
此
功
徳
普
及
於
一
切
我
等
与
衆
生
皆
共
成
仏
道
南
無
帰
命
頂
礼
大
慈
大
悲
大
聖
如
意
輪
観
自
在
菩
薩
」（
第
五
紙
、
現
装
第
一
紙
）
８５９０９５
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〈
二
一
五
函
一
二
号
〉
【
書
誌
】
巻
子
装
一
巻
。
文
和
四
年
（
一
三
五
五
）
の
書
写
奥
書
有
り
。
室
町
期
の
書
写
。
料
紙
、
楮
紙
打
紙
。
第
八
紙
の
み
料
紙
異
な
る
（
楮
紙
）。
各
紙
糊
剥
が
れ
。
法
量
、
縦
三
一
・
〇
糎
。
横
三
五
四
・
〇
糎
（
八
紙
継
。
各
紙
は
、
①
四
六
・
二
糎
、
②
四
七
・
〇
糎
、
③
四
七
・
〇
糎
、
④
四
七
・
〇
糎
、
⑤
四
七
・
〇
糎
、
⑥
四
七
・
〇
糎
、
⑦
四
六
・
八
糎
、
⑧
二
六
・
〇
糎
）。
第
一
紙
よ
り
第
七
紙
ま
で
界
線
有
り
（
界
高
二
六
・
四
糎
、
幅
二
・
九
糎
）。
軸
有
り
、
木
製
、
直
径
一
・
二
糎
、
長
さ
三
一
・
八
糎
。
一
部
文
字
に
声
点
有
り
。
博
士
無
し
。
第
八
紙
の
端
裏
に
「
此
式
解
脱
房
草
歟
」
と
墨
書
。
第
七
紙
の
紙
背
に
「
這
裏
一
巻
奉
寄
進
大
應
寺
常
住
／
寛
永
八
年
十
月
十
五
日
／
山
村
栄
智
／
平
沢
三
良
衛
門
／
定
門
」
と
墨
書
（
本
文
と
は
別
筆
）。
（１１９）
醍
醐
寺
蔵
貞
慶
作
三
段
式
『
如
意
輪
講
式
』
解
題
と
翻
刻
【
翻
刻
】
如
意
輪
講
私
記
先
惣
礼
帰
命
蓮
花
王
大
悲
観
自
在
大
自
在
吉
祥
能
施
有
情
願
南
無
帰
命
頂
礼
大
慈
大
悲
大
聖
如
意
輪
観
自
在
尊
十
方
法
界
一
切
三
宝
敬
白
大
恩
教
主
釈
迦
牟
尼
如
来
十
方
三
世
一
切
三
宝
、
殊
大
慈
大
悲
観
自
在
尊
補
陀
洛
山
無
数
聖
衆
ニ
一
而
言
、
伏
惟
ハ
、
人
中
天
上
之
浮
花
開
落
幾
ノ
春
ノ
風
ソ
。
苦
海
愛
河
之
流
水
ミ
沈
浮
オ
ホ
ク
ノ
夕
浪
。
善
趣
ニ
ハ
難
ク
生
シ
一
、
悪
道
ニ
ハ
易
帰
一
者
也
。
コ
ヽ
マ
レ
ウ
タ
マ
〳
〵
粤
ニ
稀
ニ
受
ケ
日
域
馬
台
之
人
身
ヲ
一
、
償
遇
ヘ
リ
月
支
シ
キ
リ
カ
タ
フ
タ
レ
カ
コ
セ
ン
鵝
王
之
教
跡
ニ
一
。
然
ニ
歳
月
洊
ニ
傾
ク
、
孰
期
二
翼
日
之
カ
ケ
ヤ
ヽ
タ
ク
ハ
フ
カ
テ
コ
ヽ
モ
晷
ヲ
一
。
冥
路
稍
近
ツ
ク
、
須ヘシ ク
三
蓄
二
夜
台
之
粮
ヲ
一
。
爰
ヲ
以
テ
、
偏
ニ
仰
テ
イ
ノ
ラ
ヰ
ヨ
ウ
キ
一
尊
之
級
引
ヲ
一
、
願
フ
祷
ン
ト
二
世
之
雍
熙
ヲ
一
。
夫
十
１５１０１５
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コ
レ
方
聖
衆
之
中
ニ
ハ
、
観
自
在
ノ
慈
悲
惟
深
重
ナ
リ
。
六
ヨ
テ
観
世
音
ノ
内
ニ
ハ
、
如
意
輪
ノ
利
生
尤
掲
焉
ナ
リ
。
繇
二
是
ニ
一
」（
第
一
紙
）
キ
サ
シ
今
翅
テ
一
座
三
門
之
講
肆
ヲ
一
、
早
ク
預
ム
二
求
両
ホ
コ
ト
モ
ナ
願
之
満
足
ニ
一
。
眼
前
ニ
ハ
誇
テ
不
老
之
赤
泉
ニ
一
、
伴
ヒ
二
椿
葉
ア
ソ
マ
タ
カ
ク
ワ
之
影
ニ
一
、
身
後
ニ
ハ
遊
ン
テ
迎
接
之
紫
台
ニ
一
、
俣
ン
荷
花
之
ヒ
ラ
ク
ル
コ
ン
ト
ク
コ
ヽ
ロ
サ
シ
ス
ア
タ
ハ
ソ
ウ
ツ
フ
サ
ム
ネ
ア
敷
ヲ
一
。
懇
篤
ノ
志
不
三
能
二
叢
サ
ス
ル
ニ
一
。
具
ナ
ル
旨
在
リ
仏
陀
之
セ
ウ
ラ
ン
照
覧
ニ
而
已
。
今
此
講
演
略
有
三
門
。
一
者
本
願
利
益
門
、
二
者
如
意
福
徳
門
、
三
往
生
極
楽
門
也
。
ツ
カ
ヘ
第
一
本
願
利
益
門
者
、
夫
此
菩
薩
者
、
侍
テ
多
タ
レ
レ
ン
ミ
ン
千
億
ノ
仏
ニ
一
、
発
シ
大
清
浄
ノ
願
ヲ
一
、
垂
テ
憐
愍
ノ
方
便
ヲ
一
、
ヘ
ウ
ア
マ
ネ
ソ
ヽ
キ
施
降
化
ノ
神
力
ヲ
一
。
慈
悲
之
雲
眇
ト々
シ
テ
、
普
ク
澍
マ
ン
ヒ
ロ
ウ
カ
サ
イ
甘
露
之
法
雨
ヲ
一
、
弘
誓
之
海
漫
ト々
シ
テ
、
広
ク
浮
フ
済
ト
セ
ン
ハ
ツ
シ
タ
シ
キ
度
之
船
筏
ヲ
一
。
無
縁
之
慈
悲
広
大
ニ
シ
テ
、
無
ク
親
モ
無
シ
ウ
ト
キ
ハ
シ
メ
ヲ
ハ
リ
疎
モ
。
無
作
之
誓
願
甚
深
ニ
シ
テ
、
無
ク
二
始
モ
一
無
シ
二
終
モ
一
。
本
願
ナ
チ
云
、
一
切
衆
生
ヲ
作
シ
二
仏
ニ
一
畢
テ
後
、
我
当シ
ニ
成
仏
ス
一
。
若
ノ
コ
サ
チ
カ
シ
ト
残
二
一
人
モ
一
者
、
誓
フ
四
不
ト
三
取
ラ
二
正
覚
ヲ
一
云
々
。
又
如
経
云
、
若
２０２５３０
（１２１）
醍
醐
寺
蔵
貞
慶
作
三
段
式
『
如
意
輪
講
式
』
解
題
と
翻
刻
持
二
念
ハ
如
意
輪
ヲ
一
者
、
一
切
ノ
時
処
ニ
皆
無
三
有
コ
ト
二
障
礙
一
。
於
テ
ハ
内
外
ノ
行
業
ニ
一
、
速
ニ
円
満
シ
テ
、
於
諸
ノ
所
作
ノ
事
ニ
一
、
常
ニ
エ得
ン
勝
利
ヲ
一
。
威
光
増
長
シ
テ
、
具
シ
大
自
在
ヲ
一
、
開
発
シ
テ
智
恵
ヲ
一
、
エ得
ン
弁
才
語
言
三
昧
ヲ
。
音
声
美
妙
シ
テ
、
過
現
ノ
」（
第
二
紙
）
ス
一
切
ノ
罪
障
無
ク
三
不
ト
云
事
二
滅
セ
一
、
現
当
ノ
一
切
ノ
吉
祥
無
シ
ト
不
云
コ
ト
至
一
イ
フ
云
々
。
凡
誓
願
ノ
利
益
無
量
ナ
リ
。
以
テ
二
要
ヲ
一
言
ニ
之
一
、
三
ア
ラ
業
六
情
之
罪
垢
、
智
水
洗
テ
而
不
留
ラ
。
四
重
ハ
ラ
五
逆
之
業
塵
、
悲
風
払
テ
而
無
残
コ
ト
一
。
況
満
テ
マ
ネ
ケ
イ
ア
ヒ
シ
ン
寿
命
ヲ
於
千
歳
ニ
一
、
招
カ
ン
敬
愛
ヲ
於
万
人
ニ
一
。
才
智
タ
ヽ
ケ
ウ
ヘ
ン
湛
ヘ
北
海
ヲ
一
、
巧
弁
流
ス
二
懸
河
ヲ
一
。
何
況
、
雖
決
定
業
ナ
リ
一
、
念
レ
ハ
能
ク
転
シ
之
ヲ
一
、
雖
ト
モ
三
堕
ス
ト
二
悪
道
ニ
一
、
必
代
テ
受
ク
苦
ヲ
一
。
シ
ヤ
ク
ク
タ
然
則
、
振
テ
十
力
折
伏
之
威
ヲ
一
、
シ
ヱ
タ
ケ
テ
獄
率
ヲ
一
摧
キ
刀
山
ヲ
一
、
施
テ
二
一
子
慈
悲
之
徳
ヲ
一
、
代
テ
罪
人
ニ
一
入
ル
鉄
城
ニ
一
者
也
。
経
云
、
若
誦
コ
ト
如
意
輪
神
呪
ヲ
一
一
遍
セ
ハ
タ
ト
ヒ
如
ク
ノ
上
ノ
諸
事
皆
悉
ク
得
二
成
弁
コ
ト
ヲ
一
文
。
又
云
、
仮
令
仏
眼
ハ
堕
二
落
シ
テ
大
地
ニ
一
、
無
量
億
劫
ニ
不
ト
モ
還
ラ
本
処
ニ
一
、
大
セ
シ
悲
ノ
誓
願
不
堕
両
舌
ニ
一
。
又
、
若
有
衆
生
一
、
於
未
３５４０４５
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来
世
一
、
誦
持
セ
此
呪
一
者
、
以
ノ
本
願
ヲ
一
故
、
我
来
テ
其
ノ
人
ノ
前
ニ
一
、
随
所
望
ノ
意
ニ
一
、
令
ム
満
一
切
無
量
ノ
大
願
ヲ
一
。
ナ
ツ
ク
ル
若
ハ
少
若
ハ
多
、
不
果
遂
其
ノ
悉
地
ヲ
一
者
、
不
得
三
名
コ
ト
ヲ
二
為
如
意
宝
珠
大
秘
密
呪
ト
一
文
。
如
是
、
誓
願
不
キ
ン
ケ
ン
思
議
甚
深
ニ
シ
テ
、
無
量
広
大
也
。
金
言
不
誤
一
、
利
生
無
疑
。
仍
大
衆
以
伽
陀
可
讃
嘆
礼
拝
。
」（
第
三
紙
）
頌
曰
、
若
我
誓
願
大
悲
中
一
人
不
成
二
世
願
我
堕
虚
妄
罪
過
中
不
還
本
覚
捨
大
悲
南
無
帰
命
頂
礼
大
慈
大
悲
大
聖
如
意
輪
観
自
在
尊
第
二
如
意
福
徳
門
ト
者
、
先
ニ
明
本
誓
悲
ネ
カ
ム
願
。
今
祈
ラ
ン
福
徳
ノ
利
益
ヲ
一
。
夫
冀
テ
樹
提
伽
之
勝
躅
ヲ
一
、
開
キ
福
田
於
即
生
ニ
一
、
伝
迦
羅
越
之
妙
指
ヲ
一
、
招
カ
ム
宝
財
於
現
身
ニ
一
。
於
焉
、
幸
福
ヲ
ハ
尤
可
三
願
二
之
ヲ
一
。
カ
キ
貧
賤
ヲ
ハ
誰
カ
不
ラ
ン
三
厭
二
之
ヲ
一
。
是
以
菩
薩
ノ
六
度
ニ
ハ
闕
檀
度
之
済
行
ヲ
一
、
止
観
ノ
五
縁
ニ
ハ
失
フ
衣
食
之
助
道
一
矣
。
ミ
カ
タ
イ
タ
オ
ト
レ
ハ
イ
カ
ヘ
リ
ミ
出
ハ
瞻
テ
二
肩
ヲ
一
懐
キ
下
劣
ル
二
等
輩
ニ
一
之
恥
ヲ
上
、
入
ハ
屈
テ
二
膝
ヲ
一
無
シ
下
顧
ル
二
５０５５６０６５
（１２３）
醍
醐
寺
蔵
貞
慶
作
三
段
式
『
如
意
輪
講
式
』
解
題
と
翻
刻
ト
メ
親
属
ヲ
一
之
力
上
。
況
富
ル
者
ハ
、
随
テ
縁
一
自
然
ニ
殖
善
種
ヲ
一
、
キ
ノ
ヲ
モ
ハ
貧
者
ハ
、
触
テ
事
一
不
ル
ニ
慮
一
犯
ス
罪
根
ヲ
一
。
故
或
ハ
説
キ
閻
浮
提
ノ
衆
生
ハ
多
ク
由
貧
ニ
一
堕
ト
二
悪
道
ニ
一
、
又
演
タ
リ
下
諸
苦
ノ
中
ニ
ハ
以
貧
苦
ヲ
為
ト
中
第
一
ノ
苦
ト
上
云
々
。
因
茲
、
早
祈
テ
福
徳
之
一カ
タ
ト
レ
門
ヲ
一
、
欲
フ
成
ト
大
願
ヲ
於
二
世
ニ
一
。
然
今
此
菩
薩
者
象
リ
宝
部
摩
尼
門
ニ
一
。
持
シ
テ
如
意
宝
珠
ノ
玉
ヲ
一
、
衆
生
ニ
与
ヘ
二
財
福
ヲ
一
、
行
者
ニ
満
ツ
諸
願
ヲ
一
矣
。
経
云
、
若
於
此
生
ノ
中
ニ
一
、
オ
モ欲
フ
求
ト
現
報
ヲ
一
諸
ノ
悪
業
薄
福
ノ
衆
生
ニ
充
満
セ
シ
メ
ン
ト
世
タ
レ
ノ
出
世
間
ノ
無
上
ノ
果
報
一
切
所
望
ヲ
一
文
。
如
儀
軌
云
カ
一
、
誰
」（
第
四
紙
）
ノ
有
下
薄
福
者
上
、
当シト
ニ
満
ツ
一
切
ノ
願
ヲ
一
文
。
随
心
如
意
輪
経
云
、
是
能
ク
雨
ス
於
無
量
ノ
財
宝
ヲ
一
如
意
宝
珠
也
。
ヱ
速
ニ
得
ル
世
間
ノ
一
切
ノ
財
ヲ
一
故
文
。
又
云
、
我
速
ニ
令
得
美
妙
ノ
七
宝
衣
服
飲
食
及
妻
子
眷
属
車
乗
城
邑
満
足
ス
ル
コ
ト
ヲ
取
意
。
此
則
於
テ
此
ノ
如
意
輪
ニ
一
懸
タ
ク
ヒ
馮
ヲ
一
作
ス
一
花
一
香
ノ
善
ヲ
一
之
彙
、
摸
シ
形
ヲ
一
凝
テ
信
一
、
ヤ
カ
ラ
運
一
称
一
礼
ノ
善
ヲ
一
之
族
、
窮
ハ
メ
テ
王
家
之
懐
富
ヲ
一
、
ホ
シ
イ
マ
ヽ
ユ
タ
カ
シ
縦
ニ
シ
輪
王
数
万
之
福
利
ヲ
一
、
豊
ニ
シ
テ
人
臣
之
資
７０７５８０
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チ
ヨ
ヲ
コ
ツ
貯
ヲ
、
預
ラ
ン
居
士
至
徳
之
良
財
ニ
一
。
茲
以
、
矜
テ
季
倫
之
フ
ク
テ
イ
カ
サ
福
庭
ニ
一
、
飾
リ
錦
障
於
五
十
里
之
地
ニ
一
、
遊
テ
須
達
ヒ
ラ
カ
之
財
苑
ニ
一
、
披
ン
花
堂
於
四
十
余
之
院
ニ
一
。
然
則
、
ハ
六
度
四
接
者
、
始
自
初
門
一
満
足
シ
之
ヲ
一
、
百
福
万
ハ
イ
タ
ル
徳
者
、
迄
マ
テ
于
極
位
一
円
満
ス
之
ヲ
一
。
仍
各
以
伽
陀
、
可
讃
歎
礼
拝
。
頌
曰
、
持
宝
蓮
勝
憧
憧
中
出
妙
声
誰
有
薄
福
者
当
満
一
切
願
南
無
帰
命
頂
礼
大
慈
大
悲
大
聖
如
意
輪
観
自
在
菩
薩
第
三
往
生
極
楽
門
ト
者
、
前
ニ
明
ツ
今
生
ノ
所
」（
第
五
紙
）
タ
ヽ
求
ヲ
一
。
今
願
来
世
ノ
出
離
ヲ
一
。
如
経
云
、
非
ス
但
現
世
ニ
ウ
得
ノ
ミ
ニ
大
福
利
ヲ
一
、
亦
於
当
生
ニ
一
獲
ト
大
功
徳
ヲ
一
文
。
夫
キ
ツ
ナ
以
、
名
利
ハ
生
死
之
絆
、
結
フ
三
塗
之
鉄
網
ヲ
一
。
道
ツ
ハ
サ
カ
ケ
心
ハ
菩
提
之
翅
、
翰
ル
二
九
品
之
金
台
ニ
一
。
然
我
等
エ
ウ
ヱ
ン
ヒ
ヤ
ヽ
タ
ケ
ム
サ
ホ
著
シ
テ
妖
艶
之
色
声
ニ
一
、
盛
ナ
ル
齢
稍
闌
、
婪
テ
イ
ヨ
〳
〵
ツ
ヽ
邪
慢
之
名
利
ヲ
一
、
余
命
愈
疚
マ
ル
。
悲
哉
、
被
テ
三
８５９０９５１００
（１２５）
醍
醐
寺
蔵
貞
慶
作
三
段
式
『
如
意
輪
講
式
』
解
題
と
翻
刻
カ
ヽ
ヱ拘
二
小
縁
ニ
一
乍
思
徒
ラ
ニ
送
リ
二
星
霜
ヲ
一
、
迷
哉
、
怖
求
シ
テ
ナ
ケ
ム
ナ
シ
ヘ
キ
ハ
世
間
ニ
一
乍
啌
キ
空
ク
運
フ
年
月
ヲ
一
。
実
ニ
可
厭
者
、
三
カ
ス
キ
界
六
道
之
栖
也
。
悪
趣
ニ
易
カ
帰
一
故
。
尤
可
欣
一
ナ
者
、
九
品
十
楽
之
台
也
。
不
ハ
欣
一
浄
土
ニ
難
生
シ
テ
故
也
。
然
今
此
菩
薩
者
、
為
船
師
大
船
師
ト
一
、
シ
テ
渡
シ
二
中
有
之
迷
津
ヲ
一
、
為
導
師
大
導
師
ト
一
、
送
ル
西
方
之
覚
岸
ニ
一
矣
。
安
養
ニ
ハ
号
シ
テ
弥
陀
ト
一
、
設
ケ
行
願
荘
厳
之
浄
土
ヲ
一
、
娑
婆
ニ
ハ
現
シ
テ
観
音
ト
一
、
迎
フ
欣
求
極
楽
之
衆
生
ヲ
一
。
是
以
、
十
念
成
就
之
終
ニ
ハ
、
捧
テ
蓮
台
而
迎
接
シ
、
九
品
往
生
之
始
ニ
ハ
、
転
法
輪
ヲ
而
教
化
ス
。
何
況
、
無
障
礙
経
ニ
ハ
説
キ
捨
此
身
後
、
則
生
ス
ト
西
方
一
、
金
輪
呪
経
ニ
ハ
演
タ
リ
命
終
往
生
ス
ト
極
楽
世
界
ニ
一
。
我
等
ニ
有
往
生
極
楽
之
願
一
。
観
音
ニ
」（
第
六
紙
）
チ
カ
ヒ
在
引
接
西
方
之
盟
一
。
我
ラ
カ
所
ノ
発
ス
一
願
望
、
已
ニ
叶
ヘ
リ
彼
ノ
所
立
之
本
誓
ニ
一
。
往
生
コ
ト
浄
土
ニ
一
、
有
何
疑
一
哉
。
イ
ヤ
シ
ク
モ
然
則
、
苟
詣
テ
ヽ
黄
金
瑠
璃
之
庭
上
ニ
一
、
ミ
タ
テ
マ
ツ
カ
タ
シ
ケ
ナ
ク
瞻
リ
観
音
紫
摩
之
聖
容
ヲ
一
、
忝
跪
テ
赤
栴
檀
１０５１１０１１５
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メ
ウ
林
之
樹
下
ニ
一
、
拝
セ
ン
弥
陀
白
毫
之
妙
相
ヲ
一
。
即
聞
テ
一
実
ノ
道
ヲ
一
、
断
シ
三
重
ノ
無
明
ヲ
一
、
終
ニ
開
テ
仏
ノ
知
見
ヲ
一
、
入
ラ
ン
菩
薩
ノ
正
位
ニ
一
。
出
離
生
死
ノ
大
願
已
ニ
満
足
ス
。
世
々
生
ノ々
大
幸
、
何
事
カ
如
之
一
哉
。
仍
各
住
決
定
往
生
之
願
ニ
一
、
可
讃
歎
礼
拝
弥
陀
観
音
。
頌
曰
、
願
以
此
功
徳
普
及
於
一
切
我
等
与
衆
生
皆
共
成
仏
道
南
無
帰
命
頂
礼
大
慈
大
悲
大
聖
如
意
輪
観
自
在
菩
薩
」（
第
七
紙
）
文
和
第
四
之
暦
、
黄
鐘
十
八
之
天
、
於
醍
醐
山
釈
迦
院
馳
紫
毫
了
。
雖
恥
当
時
之
口
遊
後
昆
嘲
為
自
行
扣
金
池
之
薄
氷
染
半
柱
而
已
。
微
徳
沙
門
□
□
」（
第
八
紙
）
１２０１２５
（１２７）
醍
醐
寺
蔵
貞
慶
作
三
段
式
『
如
意
輪
講
式
』
解
題
と
翻
刻
